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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年4月2日(2010.4.2)

【公開番号】特開2008-197533(P2008-197533A)
【公開日】平成20年8月28日(2008.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2008-034
【出願番号】特願2007-34759(P2007-34759)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/167    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/167   　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月10日(2010.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から像側へ順に、ズーミングに際して固定の正の屈折力の第１レンズ群と、広角
端から望遠端へのズーミングに際して、像側へ単調に移動する負の屈折力の第２レンズ群
と、物体側へ移動し、変倍に伴う像面変動を補正する正の屈折力の第３レンズ群と、ズー
ミングに際して固定の結像作用をする第４レンズ群より構成されるズームレンズであって
、
　該第３レンズ群は、少なくとも１つの正レンズと少なくとも１つの負レンズと、少なく
とも１つの回折光学素子を有し、該第３レンズ群の焦点距離をｆｃ、該回折光学素子の回
折部の焦点距離をｆｄｏｅ、全系の広角端と望遠端における焦点距離を各々ｆｗ、ｆＴと
するとき、
【数１】

なる条件を満たすことを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　望遠端において、前記第３レンズ群よりも像側に位置するレンズ群の横倍率をβＲＴと
するとき、
【数２】

なる条件を満たすことを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
　前記回折部が
　　　２＜ｆｄｏｅ／ｆＴ＜３０
なる条件を満たすことを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ。
【請求項４】



(2) JP 2008-197533 A5 2010.4.2

　前記第３レンズ群に含まれる正レンズの材料のアッベ数の逆数の平均値を（１／νｃｐ
）ａｖｅとするとき、
　　０．０１６＜（１／νｃｐ）ａｖｅ＜０．０３０
なる条件を満足することを特徴とする、請求項１、２又は３に記載のズームレンズ。
【請求項５】
　前記第３レンズ群に含まれる正レンズと負レンズの材料のアッベ数の逆数の平均値を各
々（１／νｃｐ）ａｖｅ、（１／νｃｎ）ａｖｅとするとき、
　　０．０１２＜（１／νｃｎ）ａｖｅ－（１／νｃｐ）ａｖｅ
なる条件を満たすことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のズームレンズ
。
【請求項６】
　前記第３レンズ群に含まれる正レンズの材料の屈折率の平均値を（ｎｃｐ）ａｖｅとす
るとき、
　　（ｎｃｐ）ａｖｅ　＞　１．６０
なる条件を満たすことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ
。
【請求項７】
　前記第３レンズ群の望遠端と広角端における結像倍率を各々βｃＴ、βｃＷ、とすると
き、
【数３】

なる条件を満たすことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のズームレンズ
。
【請求項８】
　前記第３レンズ群は２以上の正レンズを有し、これらの正レンズの各面のうち少なくと
も1面は非球面形状であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか1項に記載のズーム
レンズ。
【請求項９】
　前記第３レンズ群の像側に開口絞りを有することを特徴とする請求項１乃至８のいずれ
か１項に記載のズームレンズ。
【請求項１０】
　前記回折光学素子の最大口径をＤとするとき、
　４０＜ｆｄｏｅ／Ｄ＜　２５０
なる条件を満たすことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載のズームレンズ
。
【請求項１１】
　光電変換素子に像を形成することを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載
のズームレンズ
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項のズームレンズと、該ズームレンズによって形成され
た像を受光する固体撮像素子を有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　物体側から像側へ順に、ズーミングに際して固定の正の屈折力の第１レンズ群と、広角
端から望遠端へのズーミングに際して、像側へ単調に移動する負の屈折力の第２レンズ群
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と、物体側へ移動し、変倍に伴う像面変動を補正する正の屈折力の第３レンズ群と、ズー
ミングに際して固定の結像作用をする第４レンズ群より構成されるズームレンズであって
、
　該第３レンズ群は、少なくとも１つの正レンズと少なくとも１つの負レンズと、少なく
とも１つの回折光学素子を有し、該第３レンズ群の焦点距離をｆｃ、該回折光学素子の回
折部の焦点距離をｆｄｏｅ、全系の広角端と望遠端における焦点距離を各々ｆｗ、ｆＴと
するとき、
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　すべての収差図において、球面収差は０．４ｍｍ、非点収差は０．４ｍｍ、歪曲は１０
％、倍率色収差は０．１ｍ、横収差は、０．１ｍｍのスケールで描かれている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　ＥＸはエクステンダーであり、ガラスブロック１０６と入れ替わることによりズームレ
ンズ１０１の全系の焦点距離範囲が遷移するレンズユニットである。１１４、１１５は、
各々レンズ群Ｆ、変倍部ＬＺを光軸方向に駆動するヘリコイドやカム等の駆動機構である
。
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